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目的：双子を正期産で出産した母親の育児体験から肯定的感情が母親役割の獲得へ及ぼす影響について検討するこ
とを目的とした。 
方法：双子を正期産で出産した母親 5名を対象に、産後 3か月間の育児体験について半構造化面接法を実施し質的
統合法（KJ法）を用いて分析した。 
結果：双子の母親は、【理解のない周囲へのストレス】と【双子育児でのプラスとマイナス面を意識】しながらも、
【双子育児の中で試行錯誤】する中で、【双子を理解していく楽しみ】を感じながら【自分なりの育児確立】
をし、【双子の母親としての達成感】や【自己成長を感じる喜び】という肯定的感情を体験していた。 
考察：双子の母親の肯定的感情は、愛着形成と母親としての自信を得る体験に関連し、母親役割の獲得へ影響を与
えていると考えられた。また、肯定的感情を伴わない体験も育児の中で試行錯誤することで肯定的感情を伴
う体験へ繋がり、母親役割を獲得することに関係していた。 
 
 
Abstract 
 
Objective : To examine influences of positive feelings on the acquisition of maternal role through parenting experiences, 
involving mothers who have delivered twins at term. 
Methods : Semi-structured interviews were conducted with 5 mothers who had delivered twins at term, focusing on their 
parenting experiences during a 3-month postpartum period, and their positive feelings were analyzed, adopting 
a qualitative and integrative method (the K-J method). 
Results : The mothers of twins had suffered from [stress due to others’ insufficient understanding] and [conscious of merit 
and demerit related to parenting twins]. While [repeating trials and errors in the process of parenting the twins] 
and [enjoying becoming able to understand the twins], they had [established an original parenting style], and this 
had helped them develop [a sense of accomplishment as a mother of twins] and [realize self-growth with joy]. 
Discussion : Twin mother’s positive feelings concerned with attachment and maternal confidence.  During the 3-month 
postpartum period, parenting experiences which is repeating trials and errors had nurtured the positive 
feelings of the mothers of twins, contributing to their acquisition of the role of the mother. This suggests the 
necessity of nursing approaches to support mothers’ positive feelings during parenting, with a view to 
promoting their acquisition of such a role.
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Ⅰ 緒 言 
 
双子は生殖補助医療の進歩普及とともに増加し、現在は
ピーク時の2004年と比べ減少しているが、日本における分
娩件数の減少割合が大きい中、双子の分娩件数の変化はわ
ずかである1）。そのため、相対的には双子の割合が増えてい
ると言える。今後も高い割合を維持すると考えられる双子の
母親についての理解と支援の充実は一層重要な課題である。 
双子の妊娠・出産は単胎妊娠に比べて妊娠合併症を起こし
やすく2）、早産、低出生体重児も多く3）4）、母児ともにハイ
リスク5－7）である。産後の育児では、低出生体重児は吸啜力
が弱く母乳の飲みも悪いことが多いため、母親にかかる授乳
の負担も大きい。さらに、双子の母親は、2人の子どもを同
時に育児することに加え、子どもが未熟な状態で出生する
ことが多いことから育てにくさを感じながらの育児となる。
そのため、単子の母親と比較し身体疲労8－10）、ストレス11）
など身体的にも精神的にも負担が大きく、双子は単子より
も被虐待児になる危険が高く、児童虐待のハイリスクグ
ループとして位置づけられている12）。 
ハイリスク児フォローアップ研究会の提唱に基づき、現
在NICUから退院した子どもは母子に対し頻回かつ長期的な
フォローアップが行われるようになってきた13）。しかし、
全ての双子がNICUに入院するわけではなく、低出生体重児
でも正期産児である場合、子どもに何らかの異常が見られな
ければ、母親と共に退院となる施設が多い。さらにその場
合は 1か月健診で病院側のフォローは終了し、地域で開催さ
れる健診でのフォローアップのみとなる。双子がNICU入院
とならない場合は、母子分離によるリスク14）はなくなる一
方で、母親は産後の体調回復もままならない状態で育児技
術を習い、単子の母親と同等の産褥入院期間で退院となる。
双子の母親の中には、正期産までの妊娠継続をするために
妊娠中期から安静を保持し、筋力低下した状態で出産を迎
え、2人の子どもの育児に取り組んでいる母親もいる。特に
3か月までは母子の睡眠覚醒リズムの不一致15）や、2人の子
どもの授乳時間の不一致16）から生活リズムは乱れやすく、
定頚や体重増加によって哺乳が安定するまでの間は授乳時
間も長くかかり17）、母親の休息は取りにくい状況である。
育児になれたと思えるようになるまでの最初の 3か月間が母
親にとって身体的にも精神的にも大変な時期である18）とさ
れている。このような状況の中で双子の母親は育児手技を
習得しながら双子との相互作用を通して母親役割を獲得し
ていかなければならない。 
単子の母親が母親役割を獲得する際には、様々な試みや
楽しみを通して母親としての自信や効力感、自己肯定感を
得ていることが明らかとなっており19）20）、母親役割の獲得
へは肯定的感情が影響している。また、母親役割は、子ど
もとの相互作用を通して獲得されている21）。そのため、双
子の母親が母親役割を獲得する際にも子どもと相互作用す
る育児体験が関係し、肯定的感情が影響しているのではな
いかと考えられる。しかし、双子の母親の母親役割の獲得
について検討した文献は見当たらない。 
単子の母親は、子どもの存在そのもの22）23）や子どもの成長
発達を感じた時22）24）25）、子どもの反応を読み取れるように
なり子どもとコミュニケーションをとれるようになる22）24）
ことで楽しく感じており、子どもとの相互作用の中で肯定的
感情が認められていた。双子の母親は、退院後 1か月間に子
どもの存在、子どもの反応や成長発達への気づきを授乳行動
の中で感じたとき、夫婦で育児を行っている実感を得たと
きに肯定的感情を抱いていた26）。また、双子の母親は、退
院後 1か月間の授乳行動において肯定的感情と否定的感情が
混在しながら、マイナス体験とその感情の克服によって喜
びを感じていたことが明らかとなっている26）。加えて、産
後 4か月以降の双子の母親は、双子一人ひとりの個性や相互
作用に気づいた時に喜びを感じ、対応できていると感じた
時にも肯定的感情を持ち、双子の母親としての自信を得て
いた27）。よって、双子の母親の肯定的感情は子どもとの相
互作用と母親としての自信を得ることに関係していると考
えられる。しかし、双子の母親の育児体験と肯定的感情は、
退院後 1か月間、4か月以降について明らかとなっているが、
双子を正期産で出産した母親にとって大変な時期である産
後 3か月間については明らかとなっていない。 
そこで本研究では、双子を正期産で出産した母親の産後 3
か月間の育児体験を分析し、育児体験における肯定的感情
が母親役割の獲得へ及ぼす影響について検討することを目
的とする。双子の母親の育児体験における肯定的感情と母
親役割の獲得について分析することは、育児の中で肯定的
感情を実感する機会を増やし、母親役割の獲得を促進する
ための一助になると考える。 
 
Ⅱ 用語の定義 
 
育児体験 
授乳、オムツ交換、沐浴、着替え、寝かしつける、子ど
もを連れての外出など日常の育児を通して、子どもや母親
を取り巻く人々との相互関係の中で出会う出来事やそれに
対する思い。 
肯定的感情 
母親として子どもや夫、周囲との関わりを通して感じる
うれしい、楽しい、面白い等の肯定的な気持ち。マイナス
体験の克服などの肯定的な思い。 
 母親役割 
子どもとの相互作用を通して、自身の成長のために葛藤
し、母親としてのアイデンティティを積み上げること21）。 
 
Ⅲ 研究方法 
 
1．研究デザイン 
質的帰納的・因子探索研究。 
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2．研究参加者 
正期産で出生した生後 4か月以上 1歳未満の双子を育児中
の初産の母親 5名である。分娩様式は問わず、NICU入院等
による 1か月以上の母子分離既往がなく、産後 3か月間に双
子育児に取り組んでいた母親とした。 
 
3．研究参加者の選定理由および除外基準 
先行研究によって産後 3か月間が心身共に最も大変な時期
である17）28）こと、生後11～16週に双子の睡眠パターンが
揃ってくる15）ことが明らかとなっている。よって、落ち着い
て自己の体験を振り返り、語りができる時間が確保され、且
つ記憶の鮮明な時期を考慮し、この時期の双子の母親を選
定した。母親が精神疾患を合併している場合、双子の 1人ま
たは両方に何らかの障害及び合併症がある場合、経済的に
困窮している家庭、ひとり親家庭、外国人の母親について
はインタビュー時の語りに影響を及ぼすことが考えられる
ため研究参加者としなかった。 
 
4．調査期間 
 調査期間は平成25年 6月から10月である。 
 
5．データ収集方法 
1）リクルート方法 
A市およびその周辺の双子の母親が集まるサークルや子育
て支援拠点の代表者へ研究依頼書を送付し、内諾が得られ
た施設に研究者が伺い、説明後同意を得た後に研究参加者
のリクルートを実施した。研究参加者へも研究者が文章及
び口答で説明した。同意が得られた研究参加者と相談し、
インタビュー日時、場所を決めた。 
2）インタビュー 
インタビュー実施の日時と場所は研究参加者の希望に合
わせ、自宅、許可が得られた子育て支援施設内の個室、
サークル活動施設内の個室にて実施した。母子健康手帳か
ら基礎的データを確認後、半構造化面接法により、「出産後
3 か月間の双子との生活についてお話ししていただけます
か？」等の質問をし、3 か月間の育児体験とその時の気持
ち、嬉しい楽しいと感じた時について30～40分程度インタ
ビューをおこなった。インタビュー中は、語りの内容が 3か
月間の体験であるか、その後の体験と混同していないかに
注意を払い、その都度体験の内容と体験時期について研究
参加者へ確認を行い、データの妥当性確保に努めた。イン
タビュー内容は、承諾を得てボイスレコーダーに録音した。 
 
6．データ分析方法 
データの分析には質的統合法（KJ法）29）を用いた。この
方法は、混沌とした現実から極力生のままの素材をまとめ、
現象にある多くの変数を取捨することなく、その全体像を
構造的にあらわすことに優れた方法論であり、対象のあり
様を示すことができる手法である30）。分析方法選定の理由
は、多くの変数を取捨することなく双子の母親の育児体験
のあり様をあらわせることが、育児体験から肯定的感情が
母親役割の獲得へ及ぼす影響について検討する本研究に適
していると考えられたためである。 
まず、研究参加者毎に個別分析を実施した。個別分析で
は、訴える育児体験の内容が 1つになるように逐語録から単
位化ラベルを作成した。そして、ラベルをよく読み、その
ラベルの示す体験の意味内容の類似性に着目して 2～ 5枚程
度集めてグループ化し、集まったラベル全体の意味を一文
で表し、新たなラベルとした。この作業を 5～ 7つのグルー
プになるまで繰り返し実施し、最終ラベルを得た。次に、
個別分析の最終ラベルを用いて個別分析と同じ手順で全体
分析を実施し最終ラベルを得た。全体分析の最終ラベルを
その関係性に着目して配置し、空間配置図を作成した。そ
の後に全体の構造と最終ラベルの関係性を踏まえ、全体像
が何なのかを端的に表す機能を持つシンボルマークを示し
た。シンボルマークは、全体像におけるラベルの位置づけ
を表す事柄と、最終ラベルの内容を凝縮して表現しラベル
の固有性を表すエッセンスの2重構造を用いて示した。 
分析のプロセスにおいては、妥当性を確保するため質的
統合法（KJ法）に関する専門家と母子看護学領域の研究者
によりスーパーバイズを受けた。 
 
7．倫理的配慮 
 本研究は横浜市立大学医学研究倫理委員会の承認を受け
て実施した（審査年月日：平成25年 5 月30日、承認番号：
A130530009）。研究の協力依頼に際しては、研究参加者の匿
名性とプライバシーを保持し、研究への協力は自由意志で
随時撤回できること、また、研究結果を学会、論文等で発
表することを含めた研究の趣旨、方法、倫理的配慮につい
て文章と口答にて説明をおこない、同意を得た。インタ
ビュー中は、子どもの安全のためにベビーシッター（看護
師）を同行して対応した。インタビュー中に子どもが泣き
出してしまった場合はインタビューを中断し、子どもへの
対応を優先した。 
 
Ⅳ 結 果 
 
1．研究参加者の概要   
 研究参加者は双子を37週台の正期産で出産した母親 5名で
あった。インタビュー時の双子の月齢は、7か月から10か月
であった。年齢は30代前半 4名、40代後半 1名で、全員が核
家族であった。5名中 2名は不妊治療後の妊娠であった。分
娩方法は予定帝王切開術 3名、緊急帝王切開術 2名、経腟分
娩はいなかった。児の出生体重は2000g台から2900g台で、
双子10名のうち 7 名が低出生体重児であった。平均インタ
ビュー時間は41分であった（表 1）。 
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2．双子を正期産で出産した母親の産後 3か月間の育児体験 
個別分析の最終ラベルは、A氏 5枚、B氏 5枚、C氏 5枚、
D氏 6枚、E氏 5枚が得られた。個別分析の最終ラベルを用
いて全体分析をおこなった結果、7枚の最終ラベルが得られ
た。最終ラベルを用いて図解化をおこない、シンボルマー
クである事柄とエッセンスが抽出された（図 1）。 
以下に全体分析について事柄【 】を用いて説明する。
図 1との関連を示すために（ ）中には①～⑦で図中の番号
を示した。その後シンボルマークについて事柄を【 】、
エッセンスを〔 〕、単位化ラベルをイタリックで表記す
る。事柄、最終ラベル、単位化ラベル代表例については表 2
に示した。 
双子を正期産で出産した母親は、【理解のない周囲へのス
トレス】（①）と【双子育児でのプラスとマイナス面を意
識】（②）しながら、【双子育児の中で試行錯誤】（③）して
いた。そして、負担が多い状況や自分の考えと異なる周囲
の声への不愉快感による【理解のない周囲へのストレス】
（①）も、【双子育児の中で試行錯誤】（③）しながら自分
の気持ちを整理し、自分なりの育児方法を選択していった
ことで、その後は【自分なりの育児確立】（④）へと繋がっ
た。また、【双子育児の中で試行錯誤】（③）することを通
して【双子を理解していく楽しみ】（⑤）となり、【自分な
りの育児確立】（④）と相俟って、その結果、双子の母親は
【双子の母親としての達成感】（⑥）と【自己成長を感じる
喜び】（⑦）を体験していた。 
1）【理解のない周囲へのストレス】 
〔負担が多い状況、自分の考えと異なる周囲の声への不愉
快感〕 
 自分では大丈夫って思ってても、やっぱり、母とか、義
理の母とか、いつもはイラッとしないようなところで、今
考えるとすごくしてたなって。（中略）なんか、注意された
くない、とか。そんな。神経質になってたかもしれない。
（ E） 
 親から一生懸命授乳してんのに『足りないんじゃない
の？』とか、親戚とか来て『やっぱりおっぱいであげてる
の？』とか。全部母乳でできないプレッシャーがあって、
『ああ、最近はミルクもあげてるのね』とか。おばさんた
ちから言われるのが、今思えばほんとに些細な言葉なんだ
けど、でもその時は、なんかやだなって思いました。（ A） 
2）【双子育児でのプラスとマイナス面を意識】 
〔プラスとマイナス面に気づき、葛藤しながらの育児〕 
 2人いるのは、それはそれで。いいかな。ただ、その、片
方がすごいべったりなんで。向こうの子が我慢しなければ 
いいんですけど。その辺がどうなのかなあって。自分の
ペースで勝手に、離れてるんならいいんですけど。影響し
てるんじゃないかなっていうのはちょっと、気がかりでは
ありますけどね。（ D） 
（実家に里帰りだったこと）どうなんですかね。たぶん
その方が良かったのかなって思うんですけど。ただ、
ちょっと、主人とあんまり会えなかったっていうのは、そ
れもちょっとどうかなって思って。本当は、なんか、実家 
表１ 研究参加者の概要 
 
  年齢 分娩方法 (予定・緊急） 出生時週数
双子の
性別
出生時体重 母子同日退院 
別日退院 
インタビュー時 
の双子の月齢 第 1 子 第 2 子 
Ａ 30 代前半 帝王切開 （予定） 37 週 6 日 女・女 2400ｇ台 2000ｇ台 同日退院 9 か月 
B 40 代前半 帝王切開 （予定） 37 週 3 日 男・男 2500ｇ台 2600ｇ台
1 人同時 
1 人別日 9 か月 
C 30 代前半 帝王切開 （緊急） 37 週 2 日 女・女 2100ｇ台 2400ｇ台 同日退院 7 か月 
D 30 代前半 帝王切開 （予定） 37 週 1 日 男・女 2900ｇ台 2400ｇ台 同日退院 10 か月 
E 30 代前半 帝王切開 （緊急） 37 週 0 日 男・男 2300ｇ台 2200ｇ台 同日退院 8 か月 
注）別日：2 日後 GCU より退院 
 
 
①【理解のない周囲
へのストレス】
〔負担が多い状況、自分
の考えと異なる周囲の
声への不愉快感〕
⑦【自己成長を感じる
喜び】
〔双子育児によって柔
軟性や社会性が高く
なっていることを実感〕
⑤【双子を理解
していく楽しみ】
〔2人の子どもがいる
双子育児ならではの
良さの実感〕
③【双子育児の中で試行錯誤】
〔自分の気持ちを整理し、
自分なりの育児方法を選択〕
⑥【双子の母親として
の達成感】
〔自分と双子の成長
により双子育児の大
変さは喜びへと変化〕
④【自分なりの育児確立】
〔理解あるサポーターに支
えられ 『 できる 』 ことを実
感していく楽しさ〕
②【双子育児での
プラスとマイナス面
を意識】
〔プラスとマイナス面
に気づき、葛藤しな
がらの育児〕
図１ 双子を正期産で出産した母親の産後3か月間の育児体験
相俟って
しかし そして
その
結果
相俟って
その
結果
その結果その結果
そのため
そして相俟って
注） 図中の【 】は事柄、 〔 〕エッセンスを示す。
図１ 双 を正期 で出 した母親の産後 
3 か月間の育児体験 
注）図中の【  】は事柄、〔  〕エッセンスを示す。 
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表２ 双子を正期産で出産した母親の産後 3 か月間の育児体験 
 
事柄 最終ラベル 単位化ラベル 代表例 
① 
【理解のな
い周囲への
ストレス】 
産後はイライラしやすく、自分ば
かりが負担をしている状況や、子
どもの事を一番に考えて選択した
育児方法を理解されず、自分の考
えと異なる周囲の声が気に障った 
自分では大丈夫って思ってても、やっぱり、母とか、義理の母とか、いつもはイラッとしないようなところで、今考えるとす
ごくしてたなって。（中略）なんか、注意されたくない、とか。そんな。神経質になってたかもしれない。 E
ちっちゃく生まれたほうが、やっぱり、ミルクもおっぱい飲むのも下手くそだったので。最初のうちはちっちゃい子は授乳を
しないで、搾乳してそれを飲ませて。まずは体重を増やしていこうみたいな感じで。 A
親から一生懸命授乳してんのに『足りないんじゃないの？』とか、親戚とか来て『やっぱりおっぱいであげてるの？』とか。
全部母乳でできないプレッシャーがあって、『ああ、最近はミルクもあげてるのね』とか。おばさんたちから言われるのが、
今思えばほんとに些細な言葉なんだけど、でもその時は、なんかやだなって思いました。 
A
② 
【双子育児
でのプラス
とマイナス
面を意識】 
双子にお揃いを着せられる喜びは
あるが、2 人いることで 1 人が我慢
しているのではないかと気になっ
たり、実家のサポートはあるのは
良いが、夫がなかなか会いに来れ
ないことは気になるというプラス
とマイナス面に対して葛藤しなが
ら選択していた 
2 人いるのは、それはそれで。いいかな。ただ、その、片方がすごいべったりなんで。向こうの子が我慢しなければいいんで
すけど。その辺がどうなのかなあって。自分のペースで勝手に、離れてるんならいいんですけど。影響してるんじゃないか
なっていうのはちょっと、気がかりではありますけどね。 
D
（実家に里帰りだったこと）どうなんですかね。たぶんその方が良かったのかなって思うんですけど。ただ、ちょっと、主人
とあんまり会えなかったっていうのは、それもちょっとどうかなって思って。本当は、なんか、実家にはもっと長く居てもい
いんじゃないって母親には言われたんですけど。私はちょっと、あんまり主人と離れてるのはどうかと思って。いろいろ将来
慣れてもらわないといけないし。だから、私はちょっと、それを気にしてましたね。 
B
③ 
【双子育児
の中で試行
錯誤】 
双子育児は単子の育児のようには
できない事に納得し、自分の気持
ちに整理をつけ、自分に合う方法
を選択し、積極的にサービスを活
用したことで、大変だったが精神
的にはつらくない 
（授乳は）起して飲ませることが多かったですね。まずおっぱいを飲ませてからミルクっていう順番だったので、同時に泣い
ちゃったときは 1 人はミルクを先に飲ませて、で、もう、抱いて飲ませるとかはしてなくって、タオルとかに立てかけて、哺
乳瓶を。それで飲ませてたんですよね。その間におっぱいを飲ませて、しばらくしたら交代みたいにやってました。（そうい
うやり方は）多分本に載ってて、本で読んだり、インターネットで見たりしてました。 
B
生まれた時ちっちゃかったんですよ。だから 2 人とも直母ができなかったんですよ。で、搾乳とかして与えてたんですけど。
搾乳して、哺乳瓶で飲ませて。1 人がミルクとか。あと、1 日おきとかにやったりとかしてたんですけど。3 か月になるくらい
までやってはいたんですが、なんか、その、母乳もけっこうエネルギーが必要で、自分もちゃんと食べなきゃいけないし、な
んかその、吸い取られる感じがあったので、ミルクに切り替えちゃった感じですね。 
C
④ 
【自分なり
の 育 児 確
立】 
双子が同じポーズをしているのを
見ると 2 人いてよかったと思え、
育児量は 2 倍だが、実家や自主的
に育児を実施してくれる夫、自分
のやり方を肯定してくれる医療者
のサポートによって身体は疲れて
いるが精神的しんどさはなく、で
きることが増えていく実感がある
と楽しくなった 
ふとした時にみたら同じポーズで寝てたりとかすると、ああかわいいと思って。そういう（同じポーズで寝てる）時は多いで
すね。毎回じゃないですけど。そういうのを見ると癒されます。 A
（夫は）夜みてくれたりとか。寝かすために。夜中の３時に交代ねとか。 D
最初の、実家にいた 1 ヶ月は全然眠れなくて、旦那さんと、うちの母親と、３交代みたいな感じで。最初のうちはすぐ目覚め
てたんですけど。だんだん疲れてきて。泣き声も。起きれなくなって。母親がミルクやってくれたりとかして。 A
そんな辛いって感じではなくって。やっぱ身体は疲れて眠い、みたいな。気持ち的にはそんなに。しんどいとかはなかったで
すね。 A
1 週間後に病院に体重測定で行ったときにミルク足さなくっていいのって周りに言われるんですよって言ったら、助産師さん
たちが「全然大丈夫だよ」って「自分のやり方で全然間違ってないよ」ってすごい言ってくれて、安心しました。 A
2 か月めに入って（授乳時の）吸い付き方がやっぱ強くなって。上手になってきたなって。最初に比べると、しっかり吸い付
いてくれてるなって。（児の吸い方が上手になってくると）自分も楽だし。お互いちょっとだけ余裕ができてきて、よかった
なぁって。 
A
⑤ 
【双子を理
解していく
楽しみ】 
2 人いることで 1 人の子と上手くい
かない場合でも、もう 1 人の子の
存在によって上手くいかない事だ
けを意識することはなく自分を責
めずにすむことや、2 人の違いを理
解できること、2 人一緒の様子を見
れることは双子育児ならではの良
さである 
そんなにすぐ、もともと落ち込んだりとか、マイナスに、考える方じゃなかったかもしれないけど、次の子がいるし、それの
こと（うまくいかなかったこと）ばっかりにかまってらんないし。やんなきゃって。もういいや、次行こうって。 A
子どもの心配事に関しても、片方だけに現れるなら育て方の問題じゃなくって、その子の性格っていうか、体質っていうか、
そういう問題って割り切れるので、そんなに自分を責めずに済むかもしれないですね。 D
最初のうちは、甘えん坊な泣き虫と自由奔放な人って感じだったんです。なんか 1 人はホントよく泣く子で、ずっと抱っこ
ばっかり。もう 1 人の子はあんまり抱っこしなくて大丈夫かなって思ってたんですけど。でも、そのうち逆になったりして。2
人の違いを見つけられておもしろいなぁって感じますね。 
A
2 人の性格の違いが多分現れてきたっていうか。3 か月くらいの間です。多分 1 人目の子は愛想がよくないんですよ。べつに
なんかこうマイペースっていうか。自分のやりたいようになんですけど。2 人目の子は、なんか愛想が良くて、こう、笑顔を
振りまくっていうか。そういう感じが出てきて。いたずらっぽい笑いをニッと、こうニヤッとするっていうか。そういうのは
上の子にはないんです。 
B
3 か月の終わりごろだと思うんですけど。ちょっと 2 人がお互いが意識してたようなことがあって。どうも下の子が上の子と
交流を持ちたい感じで、こう、触ろうとして。上の子は嫌がって。なんか、機嫌悪いんですね。それをずーっと見てると、な
んかおかしくって。写真撮っちゃったんですけど。それが、なんか心に残ってます。 
B
ふと、ベットとか見たときに 2 人おる。みたいな。そういう面白さはあります。お、赤ちゃん 2 人居る、みたいな。  E
⑥ 
【双子の母
親としての
達成感】 
自分の事よりも双子優先で育児に
取り組むことで自分自身に体力も
付き、双子が成長したことで心身
共に楽になり余裕もでき、自分の
頑張りを確認できると自信が得ら
れ、外出先で頑張って等と声をか
けてもらえることでも双子育児の
大変さは喜びへと変わっていった 
最初の 1 か月は休む暇ないですね。ホントに歯磨き行けなかったんですよ。（笑）ほんとに。主人が歯磨きしてるのが憎くて
しょうがなくって。 E
（退院後 1 週間後の外来受診の頃の自分の身体の辛さは）正直それは言ってられなかったですねー。自分の体の心配はあんま
りしてなかったかもしれない。 D
あの 3 か月が。あそこでたぶん精神的にも鍛えられると思いますし。あの、筋力も多分あそこでついたんだと思うんですよ。
筋肉痛がピークだったので。で、今、結構、筋肉痛とかもなくなってきたので。あそこで鍛えられるんだろうな、みたいな。 D
最初本当にちっちゃくって。泣くと全身で泣くんですけど、血管とか切れちゃうんじゃないかって思って。そのままにはやっ
ぱりしておけない感じで。でも、なんか、1 か月とか 2 か月とかたつと、身体つきもちょっとしっかりしてきて。太ってくれ
て。なんとなく、大丈夫な気がして。 
E
哺乳瓶にしてもおっぱいにしても。とにかく飲んでくれない。だから、それが入院中も退院してからも。（自分が）ずっと泣
きながら哺乳瓶傾ける。おっぱいあげてって感じでした。(弟の方が）飲んでくれなかったです。すぐ寝ちゃう。 E
（体重が増えてくると）安心しますよね。3000 超えたくらいから。やっぱり気持ち的には楽になった。 E
（1 か月健診で医師や助産師が）ほんとに頑張ったねって褒めてくれて。うれしかったです。 E
 3 か月くらいから笑顔が出始めたんですよ。笑顔が出て、泣く時間が減って。外出できるようになって。寝てるわけじゃな
い、泣いてるわけじゃない。起きてて泣いてない時間ができてきた。（泣かない時間ができて）うれしかった。 E
（外に出れると）違いますね。全然違います。そうですね。すっきりするし、あと、皆さん結構声をかけてくださるので、
ちょっと気分転換になりますね。 B
なんか、その、無事にその 1 か月が終わったっていうか。その誕生日の、また次の月が来たみたいなときによかったなって。 C
⑦ 
【自己成長
を感じる喜
び】 
双子によって自分のペースを乱さ
れることに慣れて柔軟になり、知
らない人と交流することで社会性
は高くなり、育児を通して自分の
成長を実感していた 
ペースを乱されることへのストレスは、多少、はじめはあったと思うんですけど、まあ、だんだん慣れてきて。まあ、仕方な
いかなあと。自分のペースでいろいろやりたい方だったんで。確実に乱される。それに慣れるっていうのが。やっぱり思うよ
うにはいかないっていう。 
C
（自分自身の変化については）自分では、そんなでもないですけど。うーん、前よりは、そんなにちょっとのことでイライラ
しなくなったっていうか。しょうがないじゃんっていう。あきらめって言ったら変ですけど。そういうのはあるかもしれない
ですね。 
C
外で話しかけられることが多かったんですけど、今まで結構目立たないように地味に生きてきたのに、こうやって他人と会話
する機会をもうけられて。これは、なんか、勉強しろってことなのかなって。社会性をつける勉強になっているかなって。 A
 
双子を正期産で出産した母親の育児体験 
14 横浜看護学雑誌 Vol.9, No1, pp.9-17, 2016 
にはもっと長く居てもいいんじゃないって母親には言われ
たんですけど。私はちょっと、あんまり主人と離れてるの
はどうかと思って。いろいろ将来慣れてもらわないといけ
ないし。だから、私はちょっと、それを気にしてましたね。
（ B） 
3）【双子育児の中で試行錯誤】 
〔自分の気持ちを整理し、自分なりの育児方法を選択〕 
（授乳は）起して飲ませることが多かったですね。まず
おっぱいを飲ませてからミルクっていう順番だったので、
同時に泣いちゃったときは 1 人はミルクを先に飲ませて、
で、もう、抱いて飲ませるとかはしてなくって、タオルと
かに立てかけて、哺乳瓶を。それで飲ませてたんですよね。
その間におっぱいを飲ませて、しばらくしたら交代みたい
にやってました。（そういうやり方は）多分本に載ってて、
本で読んだり、インターネットで見たりしてました。（ B） 
生まれた時ちっちゃかったんですよ。だから 2人とも直母
ができなかったんですよ。で、搾乳とかして与えてたんで
すけど。搾乳して、哺乳瓶で飲ませて。1人がミルクとか。
あと、1日おきとかにやったりとかしてたんですけど。3か
月になるくらいまでやってはいたんですが、なんか、そ
の、母乳もけっこうエネルギーが必要で、自分もちゃんと
食べなきゃいけないし、なんかその、吸い取られる感じが
あったので、ミルクに切り替えちゃった感じですね。（ C） 
4）【自分なりの育児確立】 
〔理解あるサポーターに支えられ 『 できる 』 ことを実
感していく楽しさ〕 
（夫は）夜みてくれたりとか。寝かすために。夜中の3時
に交代ねとか。（ D） 
そんな辛いって感じではなくって。やっぱ身体は疲れて
眠い、みたいな。気持ち的にはそんなに。しんどいとかは
なかったですね。（ A） 
1 週間後に病院に体重測定で行ったときにミルク足さな
くっていいのって周りに言われるんですよって言ったら、
助産師さんたちが「全然大丈夫だよ」って「自分のやり方
で全然間違ってないよ」ってすごい言ってくれて、安心し
ました。（ A） 
5）【双子を理解していく楽しみ】 
〔 2人の子どもがいる双子育児ならではの良さの実感〕 
子どもの心配事に関しても、片方だけに現れるなら育て
方の問題じゃなくって、その子の性格っていうか、体質っ
ていうか、そういう問題って割り切れるので、そんなに自
分を責めずに済むかもしれないですね。（ D） 
最初のうちは、甘えん坊な泣き虫と自由奔放な人って感
じだったんです。なんか 1人はホントよく泣く子で、ずっと
抱っこばっかり。もう 1人の子はあんまり抱っこしなくて大
丈夫かなって思ってたんですけど。でも、そのうち逆に
なったりして。2人の違いを見つけられておもしろいなぁっ
て感じますね。（ A） 
2人の性格の違いが多分現れてきたっていうか。3か月く
らいの間です。多分1人目の子は愛想がよくないんですよ。
べつになんかこうマイペースっていうか。自分のやりたい
ようになんですけど。2人目の子は、なんか愛想が良くて、
こう、笑顔を振りまくっていうか。そういう感じが出てき
て。いたずらっぽい笑いをニッと、こうニヤッとするって
いうか。そういうのは上の子にはないんです。（ B） 
6）【双子の母親としての達成感】 
〔自分と双子の成長により双子育児の大変さは喜びへと変
化〕 
あの 3か月が。あそこでたぶん精神的にも鍛えられると思
いますし。あの、筋力も多分あそこでついたんだと思うん
ですよ。筋肉痛がピークだったので。で、今、結構、筋肉
痛とかもなくなってきたので。あそこで鍛えられるんだろ
うな、みたいな。（ D） 
最初本当にちっちゃくって。泣くと全身で泣くんですけ
ど、血管とか切れちゃうんじゃないかって思って。そのま
まにはやっぱりしておけない感じで。でも、なんか、1か月
とか 2か月とかたつと、身体つきもちょっとしっかりしてき
て。太ってくれて。なんとなく、大丈夫な気がして。（ E） 
3か月くらいから笑顔が出始めたんですよ。笑顔が出て、
泣く時間が減って。外出できるようになって。寝てるわけ
じゃない、泣いてるわけじゃない。起きてて泣いてない時
間ができてきた。（泣かない時間ができて）うれしかった。
（ E） 
7）【自己成長を感じる喜び】 
〔双子育児によって柔軟性や社会性が高くなっていること
を実感〕 
（自分自身の変化については）自分では、そんなでもな
いですけど。うーん、前よりは、そんなにちょっとのこと
でイライラしなくなったっていうか。しょうがないじゃ
んっていう。あきらめって言ったら変ですけど。そういう
のはあるかもしれないですね。（ C） 
 外で話しかけられることが多かったんですけど、今ま
で結構目立たないように地味に生きてきたのに、こうやっ
て他人と会話する機会をもうけられて。これは、なんか、
勉強しろってことなのかなって。社会性をつける勉強に
なっているかなって。（ A） 
 
Ⅴ 考 察 
 
1．双子を正期産で出産した母親の産後 3か月間の育児体験
における肯定的感情 
双子の母親は【理解のない周囲へのストレス】を感じて
いた。しかし、【双子育児の中で試行錯誤】しながら自分の
気持ちを整理し、自分なりの育児方法を選択していったこ
とで【自分なりの育児確立】へと繋がっていた。先行研究
では、双子の育児において、困難や問題を対処できている
と感じられることが、母親の肯定的な自己評価につながる
場面になり得るとされている31）。本研究の双子の母親が【理
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解のない周囲へのストレス】を感じていたことは、理解の
得られないストレスの一方で自分を支えてくれる夫や実家
の親族、医療者の存在があることへの気づきに関連し、で
きることを実感して【自分なりの育児確立】をした際の肯
定的感情に影響を与えていたのではないかと考える。つま
り、双子の育児上の問題やストレスは、克服体験をするこ
とで肯定的感情を伴って双子の母親が自信を得るきっかけ
になる可能性があると考える。また、【双子育児でのプラス
とマイナス面を意識】も肯定的感情が主となる体験ではな
かったが、【双子育児の中で試行錯誤】することを通して
【双子を理解していく楽しみ】となっていた。このことか
ら、母親は育児の様々な場面で否定的感情と肯定的感情の
両面を持つアンビバレントな状態にあるとされている32）33）
が、肯定的感情を伴わない体験も後に双子の母親が肯定的
感情を伴う体験に影響を与えていると考えられる。 
本研究の双子の母親は子どもとの関わりの中で、同じ成
長発達の子どもが 2人いることの良さを感じながらも、2人
同時に対応できない状況の中で 1人が我慢しているのではな
いかと【双子育児でのプラスとマイナス面を意識】し、気
にしていた。しかし、双子の母親は【双子育児の中で試行
錯誤】することを通じて、子どもを注意深く見ることや 2人
を見比べることで成長発達の変化に気づくこと、成長発達
に伴って現れる反応に気がつきやすいことも喜びと捉え、
違いを見つけることに【双子を理解していく楽しみ】とい
う肯定的感情を見いだしていた。そして、1 対 2 の関係に
よって自分を責めずにすむことに気がつき、双子の良さを
実感しながら子どもとの関係性を深めていた。これは、始
めに 2人の違いを見つけ、双子の性格と身体的特徴に注目す
ることで 2 人の違いを際立たせ、個別化に至るという
Andersonら34）の双子の愛着形成理論に認められる体験で
あった。よって、これらの肯定的感情を伴う体験は愛着形
成に関連していると考えられる。単子の母親が子どもに対
する愛着を感じる際には育児の楽しさや幸せを感じており、
肯定的感情が愛着形成に関連していることが報告されてい
る35）。本研究結果から双子の母親においても肯定的感情が
愛着形成に関連していることが考えられた。よって、愛着
形成を促進していくためにも肯定的感情を支える看護の必
要性が示唆された。 
【双子を理解していく楽しみ】として双子一人ひとりの
性格の違いや 2人が意識し合う様子に気がつくことが認めら
れていた。小澤は、産後 4か月以降の双子の母親を対象とし
た研究で、双子一人ひとりの個性を理解し、双子の母親と
して一人ひとりに対応できることは喜びであるとともに、
双子の母親の自信につながる27）と述べている。本研究の双
子の母親が【双子を理解していく楽しみ】を感じ双子との
愛着を形成したことは、【自分なりの育児確立】で『でき
る』ことを実感したことと合わせて双子の母親が自信を得
ることに繋がっていたと考える。このことから、双子の母
親は産後 3か月間の間にも産後 4か月以降の双子の母親に認
められている自信につながる体験を重ね、それらの体験の
中で肯定的感情を抱いていることが考えられた。 
本研究の双子の母親は、2人いることで 1人が我慢してい
るのではないかと気にしていた。授乳方法についても周囲
からのストレスを感じながらも子どもの体重や哺乳力に合
わせて直接母乳、搾乳、人工乳の活用など自分なりの授乳
方法を確立していた。そして、双子の母親としての葛藤や
ストレスを克服し、【自分なりの育児確立】をしていた。母
親役割の獲得には、予期的不安や授乳方法の獲得、対処の
自己決定による自身の成長のための葛藤21）が含まれており、
本研究の双子の母親の体験と一致する。また、双子ならで
はの 1 対 2 の関係を通して【双子を理解していく楽しみ】
は、双子の母親が双子一人ひとりとの相互作用を通して愛
着を形成し、自分と双子の成長により育児の自信を得る体
験であった。自信を得ることは、親になることへの適応と
関係している36）。よって、双子の母親の肯定的感情は愛着
形成と母親としての自信を得ることに関連し、双子の母親
として適応していく体験の中で認められ、母親役割の獲得
に影響を与えていることが推測される。 
 
2．双子を正期産で出産した母親の肯定的感情が母親役割の
獲得へ及ぼす影響 
本研究の双子の母親は子どもとの相互作用によって愛着
を形成し、【双子を理解していく楽しみ】を感じ、【自分な
りの育児確立】した結果、【双子の母親としての達成感】と
【自己成長による喜び】という肯定的感情に至っていた。
これらの体験は、母親役割の定義である子どもとの相互作
用を通して、自身の成長のために葛藤し、母親としてのア
イデンティティを積み上げること21）に相当する。Mercerの
母親役割の獲得によると、健康な単子を出産した初産婦で
は、産後 4か月頃から母親役割の獲得に至り、母親としての
自己を確立し、子どもとの関係性をさらに深めていくとさ
れている37）38）。しかし、近年の単子の母親を対象とした研
究では、母乳育児行動を通して 1か月健診までに子どもの特
徴を考慮したケアの試行錯誤や母親自身の役割を評価し、
子どもとの絆を深めていく母親役割の達成段階と似たカテ
ゴリが抽出されていた20）。よって、双子の母親においても
正期産児で母子分離期間がほとんどない場合は、産後 3か月
間に母親役割の獲得に至る可能性が示唆される。 
双子の母親の肯定的感情を伴う育児体験は、母親役割を
獲得する過程で要となる子どもとの相互作用や、自身の成
長のための葛藤、母親ができると感じる体験によって自信
を得て母親としてのアイデンティティを積み上げていく体
験の中で多く認められていた。このことから、双子の母親
が双子一人ひとりの違いを見つけることを楽しみながら、
違いを個性として捉え双子一人ひとりのとの関係性を深め
ることや、試行錯誤しながらマイナス面を克服した喜びを
体験するなどの肯定的感情をもつ機会を増やすことで、母
親役割の獲得を促進できる可能性が考えられる。 
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3．双子を正期産で出産した母親の肯定的感情と母親役割の
獲得を促す看護 
正期産で双子を出産した母親が【双子育児の中で試行錯
誤】するまでには、肯定的感情を伴わない体験もあり葛藤
する様子が認められた。しかし、試行錯誤を通じて肯定的
感情を伴わない体験も肯定的感情を伴う体験へと繋がり、
母親役割の獲得へ影響していた。よって、看護者は母親が
【双子育児の中で試行錯誤】する時期に、母親の心身の状
態に合わせ、適切な看護支援を実施し、双子の母親が肯定
的感情を持つ機会を増やことが重要であると考えられる。 
【双子育児の中で試行錯誤】では積極的にサービスを利
用したことで精神的には辛くなかった様子が認められた。
また、試行錯誤の後に【自分なりの育児確立】をした際に
も理解あるサポーターの支えが認められた。よって、双子
の母親が肯定的感情を体験しながら母親役割を獲得するた
めの看護支援として、ソーシャルサポートが大切であると
考えられる。本研究の双子の母親へのソーシャルサポート
については、自ら主体的に双子育児に取り組む夫について
語られ、夫が重要な実質的サポートの提供者であった。一
方で、里帰りや夫が単身赴任中という環境のため、夫から
の実質的サポートを受けていない母親もいた。しかし、夫
からの実質的サポートを受けていない場合でも、母親は、
実母をはじめとする親族によるサポート、公共サービスを
利用しながら、夫と子どもの成長を共に確認し合うことや
夫に大変さを理解してもらえたことで夫からの精神的サ
ポートを実感していた。本研究の母親が大変な双子育児の
中で肯定的感情を体験できていたことは、夫からのサポー
トを実感し、母親が夫の存在を高く評価していたことが影
響している可能性がある。また、夫の存在を評価できた背
景には、実質的サポートを行う人員が確保されていたこと
が影響していると考えられる。双子育児の問題として育児
量の多さから生じる時間のなさ11）39）、人手不足39）があり、
実質的サポートを行う人員は、多ければ多いほど母親の身
体的負担を軽くすることができる。よって、心身負担を軽
減し、母親役割の獲得を促す為にも、妊娠期より産後のソー
シャルサポートを調整しておくことが重要である。その際、
夫だけでなく双子育児をサポートする予定の実母、義母な
どの親戚へも栄養方法の選択や、双子への対応等を伝え、
双子の母親が育児の中で試行錯誤する大変な時期を理解あ
るサポーターで支えていくことが必要だと考える。また、
母親が夫からサポートを受けていると実感することが重要
であるため、夫へは実質的サポートに加え精神的サポート
の必要性を伝えていくことが大切であると考える。さら
に、双子の母親が試行錯誤している時期には、看護者は双
子の母親へのソーシャルサポートが適切に機能しているか
確認し、必要に応じて再調整を行い双子の母親の肯定的感
情を支えていく必要があると考える。 
 
 
Ⅵ 本研究の限界と今後の課題 
 
双子は早産となることが多いが、早産児の母親について
は出生週数やNICU入院に伴う母子分離期間に応じて、育児
体験による肯定的感情や母親役割の獲得が異なる可能性が
考えられる。双子の母親についての理解と支援の充実へ向
け、今後は早産児双子の母親へも調査対象を拡大していく
必要がある。 
 
Ⅶ 結 論 
 
双子を正期産で出産した母親は、【理解のない周囲へのス
トレス】と【双子育児でのプラスとマイナス面を意識】し
ながらも、【双子育児の中で試行錯誤】する中で、【双子を
理解していく楽しみ】を感じながら【自分なりの育児確立】
をし、【双子の母親としての達成感】や【自己成長を感じる
喜び】という肯定的感情を体験していた。双子の母親の肯
定的感情は、愛着形成と母親としての自信を得る体験に関
連し、母親役割の獲得へ影響を与えていると考えられた。 
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